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巻末資料Ⅰ 情報システムで提供される防災気象情報等 

5.1.1 気象情報、気象注意報・警報・特別警報 
 

項目 提供元 説明 発表
間隔 

主な提供サイト 

気
象
情
報 

台風情報 気象庁 台風が発生したときに発表される。台風の位置や強さ等の実況及

び予想が記載されている。台風が日本に近づくに伴い、より詳細

な情報をより更新頻度を上げて提供。 

  ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

府県気象情報 気象庁 警報等に先立って警戒・注意を呼びかけたり、警報等の発表中に

現象の経過、予想、防災上の留意点を解説したりするために、都

道府県別（北海道、沖縄県ではさらに細かい単位）に適時発表さ

れる。（全国を対象とする「全般気象情報」、全国を 11 に分けた地

方予報区を対象とする「地方気象情報」もある。） 

  ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

記録的短時間

大雨情報 

気象庁 大雨警報（浸水害）等が発表されている状況で、数年に一度しか

起こらないような記録的な短時間の大雨を観測したときに発表さ

れる。 

  ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

早期注意情報 気象庁 警報級の現象のおそれ（警報発表の可能性）が［高］［中］２段階

で提供される。 

警報級の可能性は、平成 31 年度出水期から「早期注意情報」とい

う名称で発表される。警戒レベル１ 

 ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

気
象
注
意
報
・
警
報
・
特
別
警
報 

大雨注意報 気象庁 大雨により、災害が起こるおそれがある場合に発表される。注意

を呼びかける対象となる災害として、注意報文の本文に、土砂災

害、浸水害のいずれか又は両方が記載されている。警戒レベル２。 

  ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

洪水注意報 気象庁 河川が増水することにより、災害が起こるおそれがある場合に発

表される。（指定河川については、この洪水注意報や警報のほか、

河川を特定して水位予測結果を含む指定河川洪水予報も発表され

る。）警戒レベル２。 

  ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

強風注意報 気象庁 強風により、災害が起こるおそれがある場合に発表される。   ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

波浪注意報 気象庁 高波により、災害が起こるおそれがある場合に発表される。（津波

により、災害が起こるおそれがある場合は、津波注意報が発表さ

れる。） 

  ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

高潮注意報 気象庁 高潮により、災害が起こるおそれがある場合に発表される。 

警戒レベル２。 

  ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

大雨警報 気象庁 大雨により、重大な災害が起こるおそれがある場合に発表される。

警戒を呼びかける対象となる災害に応じ、「大雨警報（土砂災害）」

「大雨警報（浸水害）」「大雨警報（土砂災害、浸水害）」という名

称で発表される。 

  ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

洪水警報 気象庁 河川が増水することにより、重大な災害が起こるおそれがある場

合に発表される。（指定河川については、この洪水警報や注意報の

ほか、河川を特定して水位予測結果を含む指定河川洪水予報も発

表される。） 

  ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

暴風警報 気象庁 暴風により、重大な災害が起こるおそれがある場合に発表される。   ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

波浪警報 気象庁 高波により、重大な災害が起こるおそれがある場合に発表される。

（津波により、重大な災害が起こるおそれがある場合は、津波警

報が発表される。） 

  ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

高潮警報 気象庁 高潮により、重大な災害が起こるおそれがある場合に発表される。   ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

大雨特別警報 気象庁 大雨により、重大な災害が起こるおそれが著しく大きい場合に発

表される。警戒を呼びかける対象となる災害に応じ、「大雨特別警

報（土砂災害）」「大雨特別警報（浸水害）」「大雨特別警報（土砂

災害、浸水害）」という名称で発表される。 

  ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

暴風特別警報 気象庁 暴風により、重大な災害が起こるおそれが著しく大きい場合に発

表される。 

  ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

波浪特別警報 気象庁 高波により、重大な災害が起こるおそれが著しく大きい場合に発

表される。（津波により、重大な災害が起こるおそれが著しく大き

い場合は、大津波警報が発表される。） 

  ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

高潮特別警報 気象庁 高潮により、重大な災害が起こるおそれが著しく大きい場合に発

表される。 

  ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

※下線ゴシック体の情報については、後段で情報の表示例を示している。（以下の表全て同じ） 
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5.1.2 雨量に関する情報 

  項目 提供元 説明 発表間隔 主な提供サイト 

地
点
雨
量
の
把
握 

アメダス 気象庁 ・気象庁がアメダスによって観測した雨量 気象庁 HP：

60 分毎 

防災情報提

供システム：

10 分毎 

・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

テレメータ雨

量 

国土交

通省 

・国土交通省河川事務所等が観測した雨量 10 分毎 ・川の防災情報 

・市町村向け川の防災情報 

リアルタイム

雨量 

国土交

通省 

・国土交通省が保有する情報を集約して提供 10 分毎 ・防災情報提供センター

（リアルタイム雨量） 

流
域
雨
量 

流域平均雨量 国土交

通省 

・河川の流域における平均の雨量 10 分毎 ・市町村向け川の防災情報 

面
的
な
雨
量
把
握 

レーダー・降水

ナウキャスト 

気象庁 ・現時刻までの 5 分毎の降水強度分布、及び、60

分後まで 5 分毎の予測降水強度分布を表示した

もの。 

5 分毎 ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

レーダ雨量（C

バンドレーダ） 

国土交

通省 

・レーダ雨量計によって観測した降水強度分布 

・1km メッシュで観測 

5 分毎 ・川の防災情報 

・市町村向け川の防災情報 

レ ー ダ 雨 量

（XRAIN） 

国土交

通省 

・レーダ雨量計によって観測した降水強度分布 

・250m メッシュで観測 

1 分毎 ・川の防災情報 

・市町村向け川の防災情報 

リアルタイム

レーダー 

国土交

通省 

国土交通省の保有するレーダー情報を重ね合わせ

て提供 

5 分毎 ・防災情報提供センター

（国土交通省） 

解析雨量・降水

短時間予報 

気象庁 現時刻までの前 1 時間の雨量の分布及び 15 時間先

までの 1 時間毎の予測雨量分布を表示したもの。 

気象庁 HP では「今後の雨」という名称で公開。 

10分毎（実況

及び 6 時間

先まで） 

1時間毎（7～

15 時間先） 

・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

高解像度降水

ナウキャスト 

気象庁 30 分先までは 250m メッシュで、35 分先から 60

分先までは 1km メッシュで、予測雨量、予測降雨

強度の分布を表示したもの。 

気象庁 HP では「雨雲の動き」という名称で公開。 

5 分毎 ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

 

5.1.3 水位に関する情報 

  項目 提供元 説明 発表間隔 主な提供サイト 

水
位
に
関
す
る
情
報 

カメラ画像 国土交通省 ・カメラによる河川の画像情報  ・川の防災情報 

・市町村向け川の防災情報 

テレメータ水

位 

国土交通省 ・国土交通省河川事務所等が観測した水位 10 分毎 ・川の防災情報 

危機管理型水

位計水位 

国土交通省

又は都道府

県又は市町

村 

・国土交通省河川事務所等が観測した水位 大河川 10 分

毎、中小河川

5 分毎、水位

が急激に上

昇する河川 2

分毎 

・川の水位情報 

 水位予測 国土交通省 ・洪水予報河川について、3 時間先までの各１

時間の水位を予測 

60 分毎 ・市町村向け川の防災情報 
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5.1.4 洪水等・高潮に関する情報 

  項目 提供元 説明 発 表 間

隔 

主な提供サイト 

洪
水
等
・
高
潮
に
関
す
る
情
報 

指定河川洪水

予報 

国土交通省

又は都道府

県と気象庁

の共同 

国や都道府県が管理する河川のうち、流域面積が大

きく、洪水により大きな損害を生ずる河川につい

て、洪水のおそれがあると認められるときに発表さ

れる。 

  ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

・川の防災情報 

・市町村向け川の防災情報 

水位到達情報

（河川） 

国土交通省

又は都道府

県 

氾濫危険水位への到達情報を通知及び周知する河

川として指定された河川において、所定の水位に到

達した場合、到達情報等が発表される。 

  ・市町村向け川の防災情報 

水位到達情報

（下水道） 

都道府県又

は市町村 

内水氾濫危険水位への到達情報を通知及び周知す

る下水道として指定された下水道において、所定の

水位に到達した場合、到達情報等が発表される。 

  

水位到達情報

（海岸） 

都道府県 高潮氾濫危険水位への到達情報を通知及び周知す

る海岸として指定された海岸において、所定の水位

に到達した場合、到達情報等が発表される。 

  

洪水情報のプ

ッシュ型配信 

国土交通省 携帯電話事業者が提供する緊急速報メールを活用

して、河川氾濫のおそれがある（氾濫危険水位を超

えた）情報及び河川氾濫が発生した情報を配信す

る。 

 ・国土交通省ＨＰ（取組詳

細） 

流域雨量指数

の 6 時間先ま

での予測値 

気象庁 水位周知河川及びその他河川を対象として、河川毎

に、上流域に降った雨によって、どれだけ下流の対

象地点の洪水危険度が高まるかを把握するための

指標。河川の流域単位での雨量の予測情報（6 時間

先までの降水短時間予報等）を取り込んで、流域に

降った雨が河川に集まり流れ下る量を計算し、指数

化した値を、洪水警報・注意報の判断基準と比較す

ることで河川毎の 6 時間先までの洪水危険度の予

測値として色分けした時系列で表示している。水位

周知河川及びその他河川において、避難準備・高齢

者等避難開始等の発令の判断に活用できる。 

10 分毎 ・防災情報提供システム 

洪水警報の危

険度分布 

気象庁 上流域に降った雨による、水位周知河川及びその他

河川の洪水発生の危険度の高まりを表す面的分布

情報。河川流域に降った雨による洪水害発生の危険

度の高まりを 5 段階に判定した結果を表示したも

の。危険度の判定には 3 時間先までの雨量予測に基

づく流域雨量指数の予想を用いている。水位周知河

川及びその他河川の洪水危険度の 3 時間先までの

面的な把握の参考になる。 

10 分毎 ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

大雨警報（浸

水害）の危険

度分布 

気象庁 大雨による浸水害発生の危険度をあらわす面的分

布情報。1km 四方の領域（メッシュ）毎に、短時間

強雨による浸水害発生の危険度の高まりを 5 段階

に判定した結果を表示したもの。１時間先までの雨

量予測に基づく表面雨量指数（仮称）の予想を用い

ている。 

10 分毎 ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

大雨危険度通

知（H31 出水

期から提供開

始） 

気象庁 大雨警報や洪水警報の危険度分布と警報や土砂災

害警戒情報等から判定される市町村毎の危険度が

変化した際に、希望者にメールやアプリ等で通知す

るサービス。 

10 分毎

（ 危 険

度 が 変

動 し た

とき） 

・気象庁 HP（取組詳細） 

 

 

5.1.5 土砂災害に関する情報 

  項目 提供元 説明 発表間隔 主な提供サイト 

土
砂
災
害
に
関

す
る
情
報 

土砂災害警戒判定メ

ッシュ情報 

（大雨警報（土砂災

害）の危険度分布） 

気象庁 1km 四方の領域（メッシュ）※毎に、土砂災害の危険度

を 5 段階に判定した結果を表示したもの。避難に要する

時間を確保するために 2 時間先までの雨量予測に基づく

土壌雨量指数の予想を用いている。※平成 31 年度出水期

10 分毎 ・気象庁 HP 

・防災情報提供

システム 
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より 5km から 1km に高解像度化予定 

土砂災害危険度情報 都道府

県の砂

防部局 

都道府県毎、1～5ｋｍメッシュ、 

※ほとんどの都道府県が、メッシュ単位の土砂災害発生

危険度や危険度の推移がわかるスネーク曲線等の情報を

一 般 公 開 し て お り 、 国 土 交 通 省 の HP

（ http://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sabo/sabo_ken_li

nk.html）から、各都道府県のページにリンクさせている。

市町村単位で発表される土砂災害警戒情報に比べて、時

間的、空間的によりきめ細かく土砂災害の発生危険度を

把握できるが、都道府県によってメッシュの大きさや更

新のタイミング等が異なるため、各都道府県が提供して

いるこれらの情報の特性を確認した上で参考とする必要

がある。本ガイドラインでは、土砂災害警戒判定メッシ

ュ情報（大雨警報（土砂災害）の危険度分布）と各都道府

県が提供する土砂災害危険度をより詳しく示した情報を

まとめて「土砂災害に関するメッシュ情報」と呼んでい

る。 

10 分～60

分毎 

都道府県の砂防

部局 

土砂災害警戒情報 気象庁

と都道

府県の

共同 

大雨警報（土砂災害）等が発表されている状況で、土砂災

害発生の危険度が更に高まったときに発表される。 

  ・気象庁 HP 

・防災情報提供

システム 

大 雨 危 険 度 通 知

（H31 出水期から提

供開始） 

気象庁 大雨警報や洪水警報の危険度分布と警報や土砂災害警戒

情報等から判定される市町村毎の危険度が変化した際

に、希望者にメールやアプリ等で通知するサービス。 

10 分毎（危

険 度 が 変

動 し た と

き） 

・気象庁 HP（取

組詳細） 

 

5.1.6 潮位に関する情報 

  項目 提供元 説明 発表間隔 主な提供サイト 

潮
位
情
報 

潮位観測情報 気象庁 全国各地の最新の３日間（昨日・今日・明日）

または１日ごとの潮位の実況（実際の潮位、天

文潮位、潮位偏差）を速報的に表示したもの。

5 分または 10 分毎に更新。 

5 分または

10 分毎 

・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

・防災情報提供センター

（国土交通省） 

 

5.1.7 津波に関する情報 

  項目 提供元 説明 発表間隔 主な提供サイト 

津
波
警
報
・
注
意
報 

津波注意報 気象庁 予想される津波の高さが高いところで０．２ｍ以

上、１ｍ以下の場合であって、津波による災害の

おそれがある場合。 

  ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

津波警報 気象庁 予想される津波の高さが高いところで１ｍを超

え、３ｍ以下の場合。 

  ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

大津波警報 気象庁 予想される津波の高さが高いところで３ｍを超

える場合。 

  ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

津
波
に
関
す
る
情
報 

津波到達予想時刻・ 

予想される津波の

高さに関する情報 

気象庁 各津波予報区の津波の到達予想時刻※や予想さ

れる津波の高さ（発表内容は津波警報・注意報の

種類の表に記載）を発表。 

※この情報で発表される到達予想時刻は、各津波

予報区で最も早く津波が到達する時刻であり、

場所によっては、この時刻よりも１時間以上遅

れて津波が到達することもある。 

  ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

各地の満潮時刻・津

波到達予想時刻に

関する情報 

気象庁 主な地点の満潮時刻・津波の到達予想時刻を発

表。 

  ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

津波観測に関する

情報 

気象庁 沿岸で観測した津波の時刻や高さを発表。   ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

沖合の津波観測に

関する情報 

気象庁 沖合で観測した津波の時刻や高さ、及び沖合の観

測値から推定される沿岸での津波の到達時刻や

高さを津波予報区単位で発表。 

  ・気象庁 HP 

・防災情報提供システム 

4



 

 

 

 

台風情報 

情報内容 ◆台風が発生したときに気象庁から発表される情報 

◆文章形式の情報と図形式の台風経路図（台風 5 日予報図、台風 24 時間詳細

予報図等）を発表 

情報例 

（その１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報入手方法 ・防災情報提供システム 

・気象庁ホームページ 

  

台風の位置や進路予報等
が示されている。 

発表時の台風位置や中心
気圧、最大瞬間風速等の
実況と予報が文字情報と
して記載。 
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情報例（その２） 

 

 

 

 

 

 

平成XX年XX月XX日XX時 台風第○号

台風の位置、進路予報等
は台風経路図でも確認で
きる。 
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府県気象情報 

情報内容 ◆気象台が、警報等に先立って注意を呼びかけたり、警報等の発表中に、現象

の経過、予想、防災上の留意点等を解説したりするために、府県予報区単位

で発表する情報。府県気象情報は図形式で発表される場合もある。 

情報例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報入手方法 ・防災情報提供システム 

・気象庁ホームページ 

 

 

大雨が予想される期間や
警戒すべき災害が示され
ている。 

 

強い雨が降っている地域
での降り始めからの総雨
量や今後、予想される雨
量等が示されている。 
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情報例（その２） 

 

 

 

雨量分布等で警戒すべき
地域等が示されている。 
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記録的短時間大雨情報 

情報内容 ◆数年に一度程度しか発生しないような短時間の大雨を観測（地上の雨量計に

よる観測）したり、解析（気象レーダーと地上の雨量計を組み合わせた分析）

したりしたときに、発表される情報。 

情報例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報入手方法 ・防災情報提供システム 

・気象庁ホームページ 

 

 

 

熊本県記録的短時間大雨情報 第６号 

平成２４年７月１２日０５時５３分 熊本地方気象台発表 

 

 ５時３０分熊本県で記録的短時間大雨 

 菊池市付近で約１１０ミリ 

 阿蘇市付近で約１１０ミリ 

府県予報区単位で発表される。 

記録的短時間大雨が観測された時刻、市町村
名又は観測所名、雨量が示されている。 
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気象注意報・警報・特別警報、早期注意情報（警報級の可能性） 

情報内容 ◆警報級の現象は、ひとたび発生すると命に危険が及ぶため、警報級の現象が

見込まれる時間帯より前に警報を発表。また、警報級の現象が概ね６時間以

上先に予想されている場合には、警報の発表に先立って警報に切り替える可

能性が高い注意報を発表し、警報級の現象が予想される時間帯を明示。 

◆注意報級・警報級・特別警報級の現象が予想される期間を「危険度を色分け

した時系列」で提供。 

◆警報級の現象のおそれ（警報発表の可能性）が５日先までに予想されている

ときには、［高］［中］２段階で提供される。警報級の可能性は平成 31 年度出

水期から「早期注意情報」という名称で発表される。翌日までの早期注意情

報は、警戒レベル１（防災気象情報等の最新情報に注意するなど、災害への

心構えを高める）に対応。 

情報例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報入手方法 ・防災情報提供システム 

・気象庁ホームページ 

平成○○年１０月４日１６時１０分 ××地方気象台発表

××県の注意警戒事項
××県では、暴風や高波に警戒してください。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

△△市 ［発表］暴風、波浪警報 大雨、洪水、高潮注意報
［継続］雷注意報

５日明け方までに大雨警報（土砂災害、浸水害）に切り替える可能性が高い。
５日明け方までに洪水警報に切り替える可能性が高い。
５日明け方までに高潮警報に切り替える可能性が高い。

△△市 今後の推移（ ■警報級 ■注意報級）

備考・
関連する現象発表中の

警報・注意報等の種別

４日 ５日

15-18 18-21 21-24 0-3 3-6 6-9 9-12 12-15 15-18

大雨

１時間最大雨量
(ミリ) 10 10 30 30 70 70 50 30

（浸水害） 浸水注意

（土砂災害） 土砂災害注意

洪水 （洪水害） 氾濫

暴風

風向
風速
（矢印・
メートル）

陸上 10 15 20 20 25 25 20 15 12 以後も注意報級

海上 10 15 25 25 30 30 25 15 15 以後も注意報級

波浪 波高（メートル） 4.0 6.0 6.0 6.0 8.0 8.0 8.0 6.0 6.0
以後も警報級
うねり

高潮 潮位（メートル） 0.7 0.7 1.5 2.0 2.5 3.0 2.0 1.5 ピークは５日６時頃

雷 竜巻、ひょう

高潮

大雨

洪水

各要素の予測値は、確度が一定に達したものを表示しています。
警報は、警報級の現象が予想される時間帯の最大６時間前に発表します。
警報・注意報（文章形式）へ

××県南部 警報級の可能性

種別

1日 2日

3日 4日 5日 6日明け方まで 朝～夜遅く

18-6 6-24

大雨 [中] － － － [中] －

大雪 － － － － － －

暴風（暴風雪） － － － [高] [高] －

波浪 － － － [高] [高] －

[高]：警報発表中、又は、警報を発表するような現象発生の可能性が高い状況。

[中]：[高]ほど可能性が高くはないが、警報を発表するような現象発生の可能性がある状況。

平成○○年１０月１日１７時００分 ××地方気象台発表

××県南部の警報級の可能性
南部では、２日明け方までの期間内に、大雨警報を発表する可能性が

ある。

現象ごとに、注意報級、
警報級となると予想され
る期間が示されている。 

府県予報区の単位で、 
警報級の現象が予想
される地域や時間帯
が示される。 
 

市町村単位で発表中の
注意報、警報、特別警報
を記載。今後の警報発表
の可能性も記載。 
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情報内容（その２）  

 

平成○○年１０月４日１６時１０分 ××地方気象台発表

××県の注意警戒事項
××県では、暴風や高波に警戒してください。

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

△△市 ［発表］暴風、波浪警報 大雨、洪水、高潮注意報
［継続］雷注意報

５日明け方までに大雨警報（土砂災害、浸水害）に切り替える可能性が高い。
５日明け方までに洪水警報に切り替える可能性が高い。
５日明け方までに高潮警報に切り替える可能性が高い。

△△市 今後の推移（ ■警報級 ■注意報級）

備考・
関連する現象発表中の

警報・注意報等の種別

４日 ５日

15-18 18-21 21-24 0-3 3-6 6-9 9-12 12-15 15-18

大雨

１時間最大雨量
(ミリ) 10 10 30 30 70 70 50 30

（浸水害） 浸水注意

（土砂災害） 土砂災害注意

洪水 （洪水害） 氾濫

暴風

風向
風速
（矢印・
メートル）

陸上 10 15 20 20 25 25 20 15 12 以後も注意報級

海上 10 15 25 25 30 30 25 15 15 以後も注意報級

波浪 波高（メートル） 4.0 6.0 6.0 6.0 8.0 8.0 8.0 6.0 6.0
以後も警報級
うねり

高潮 潮位（メートル） 0.7 0.7 1.5 2.0 2.5 3.0 2.0 1.5 ピークは５日６時頃

雷 竜巻、ひょう

高潮

大雨

洪水

各要素の予測値は、確度が一定に達したものを表示しています。
警報は、警報級の現象が予想される時間帯の最大６時間前に発表します。
警報・注意報（文章形式）へ

××県南部 警報級の可能性

種別

1日 2日

3日 4日 5日 6日明け方まで 朝～夜遅く

18-6 6-24

大雨 [中] － － － [中] －

大雪 － － － － － －

暴風（暴風雪） － － － [高] [高] －

波浪 － － － [高] [高] －

[高]：警報発表中、又は、警報を発表するような現象発生の可能性が高い状況。

[中]：[高]ほど可能性が高くはないが、警報を発表するような現象発生の可能性がある状況。

平成○○年１０月１日１７時００分 ××地方気象台発表

××県南部の警報級の可能性
南部では、２日明け方までの期間内に、大雨警報を発表する可能性が

ある。

早期注意情報（警報級の可能性）

※明日までの期間については、「警戒レベル 1」（防災気象情報等の最新情報に注意する

など、災害への心構えを高める）に対応します。 

一次細分区域（○○県南部など）
の単位で、夜間～翌日早朝の警報
発表の可能性が確認できる。 

概ね府県予報区の単位で、 
数日先の警報発表の可能性を
確認できる。 
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テレメータ雨量 

情報内容 ◆雨量観測所ごとの現況・過去の毎正時、10 分ごとの雨量・累加雨量。 

情報例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報入手方法 ・川の防災情報 

・市町村向け川の防災情報 

 

  

雨量観測所の諸元 

雨量観測所の名称 

雨量の上昇・降下の状況が数値、グラフで確認で
きる。 
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流域平均雨量 

情報内容 ◆河川の流域における平均の雨量、累加雨量。 

情報例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報入手方法 ・市町村向け川の防災情報（一級河川を対象として提供中） 

 

 

 

流域平均雨量の推移が
グラフで表示される。 

各流域の１時間雨
量、累加雨量の数値
が確認できる。 
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降水短時間予報 

情報内容 ◆過去の降水域の動きと現在の降水の分布及び数値予報資料を基に、降水の分

布を６時間先までは 10 分毎に１km 格子単位で、７時間先から 15 時間先ま

では１時間毎に５km 格子単位で予測した情報。 

情報例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報入手方法 ・防災情報提供システム 

・気象庁ホームページ（「今後の雨」で表示） 

 

 

スマートフォ
ン等の位置情
報機能を活用
して自分のい
る場所を自動
で表示でき
る。 

バーに表示された時間をドラッグするこ
とで、現況及び１５時間先までの雨量分
布の変化が確認できる。 

防災情報提供システムで
は、市町村レベルまで拡
大して雨量分布が確認で
きる。 

気象庁ホーム
ページでは、
任意のズーム
レベルでの雨
量分布が確認
できる。 
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テレメータ水位 

情報内容 ◆水位観測所ごとの現況・過去の毎正時、10 分ごとの河川水位。 

◆水防団待機水位、氾濫注意水位、避難判断水位、氾濫危険水位が示されてお

り、現況の河川水位との水位差が比較できる。 

情報例  

 

 

 

 

 

 

 

情報入手方法 ・川の防災情報 

・市町村向け川の防災情報 

 

  

水位観測所の諸元 

水位観測所の名称 

河川水位の上昇・下降
の状況が確認できる。 

河川水位の変化と、水防団待機水
位、氾濫注意水位、避難判断水位、
氾濫危険水位の水位差が確認でき
る。 
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 危機管理型水位計水位 

情報内容 ◆水位観測所ごとの現況の河川水位（大河川 10 分ごと、中小河川 5 分ごと、

水位が急激に上昇する河川２分ごと） 

◆川の防災情報に表示されている水位観測所の河川水位も閲覧可能 

情報例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報入手方法 ・川の水位情報 
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指定河川洪水予報 

情報内容 ◆あらかじめ指定した河川（洪水予報河川）について、水位または流量を示した洪

水の予報を国土交通省または都道府県が気象庁と共同して発表する情報。 

◆指定河川洪水予報の標題には、氾濫注意情報、氾濫警戒情報、氾濫危険情報、氾

濫発生情報の 4 つがあり、河川名を付して「○○川氾濫注意情報」「△△川氾濫

警戒情報」のように発表される。 

情報例  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報入手方法 ・防災情報提供システム 

・気象庁ホームページ 

・川の防災情報 

・市町村向け川の防災情報 

標題に河川名が記
載されている。 

各基準観測所
の河川水位の
現況と予測が
示されている。 

流域平均雨量
の現況と予測
等が示されて
いる。 

基準観測所ご
とに、参考とな
る警戒レベル、
水位の状況、今
後の見込み等
が示されてい
る。 

参考となる警
戒レベル、今後
の見込み等が
示されている。 
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情報例（その２） 

 

 

各基準観測所
の受け持ち区
間や浸水想定
区域が示され
ている。 

問い合わせ先
の部署名、電話
番号等が示さ
れている。 

各基準観測所
の基準水位が
示されている。 
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水位到達情報 

情報内容 ◆あらかじめ指定した河川（水位周知河川）について、氾濫危険水位（洪水特別警

戒水位）を定め、当該水位に到達した旨を国土交通省または都道府県が発表する

情報。 

◆洪水特別警戒水位への到達情報の標題は、氾濫危険情報であり、河川名を付して

「○○川氾濫危険情報」として発表している。なお、氾濫注意水位、避難判断水

位が設定されている河川では、その到達情報を「○○川氾濫注意情報」、「○○川

氾濫警戒情報」として発表している。 

情報例   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報入手方法 ・川の防災情報 

・市町村向け川の防災情報 

各基準観測所
の基準水位が
示されている。 

基準観測所ご
とに、参考とな
る警戒レベル、
水位の状況等
が示されてい
る。 

問い合わせ先
の部署名、電話
番号等が示さ
れている。 
 

各基準観測所
の受け持ち区
間が示されて
いる。 

標題に河川名が記
載されている。 
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洪水情報のプッシュ型配信 

情報内容 ◆国土交通省が発信元となり、携帯電話事業者（NTT ドコモ、KDDI、ソフトバン

ク等）が提供する「緊急速報メール」のサービスを活用して洪水情報を携帯電話ユ

ーザーへ周知する。 

◆配信情報は、指定河川洪水予報の氾濫危険情報（レベル４）及び氾濫発生情報（レ

ベル５）の発表を契機として、流域住民の主体的な避難を促進するために配信す

る情報。（下記情報例を参照） 

◆平成２８年９月から鬼怒川、肱川の一部自治体から開始しており、平成３０年５

月より国が管理するすべての水系で実施。 

情報例 ○洪水情報の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報入手方法 ・緊急速報メール（NTT ドコモ、KDDI、ソフトバンク等） 

 ※取組詳細は国土交通省ＨＰを参照 

 

 

 

 

 

 

河川名、場所、
河川の状態が
示されている。 

河川の状態が
示されている。 
河川の状態が
示されている。 

とるべき行動
要請が示され
ている 

20



 

 

流域雨量指数の６時間先までの予測値 

情報内容 ◆水位周知河川及びその他河川を対象として、河川毎に、上流域に降った雨によ

って、どれだけ下流の対象地点の洪水危険度が高まるかを把握するための指

標。 

◆これまでに降った雨（解析雨量）とこれから降ると予想される雨（6 時間先ま

での降水短時間予報等）を取り込んで、上流域に降った雨が河川に集まり流れ

下る量を計算し、洪水警報等の発表基準と比較することで、河川毎の 6 時間

先までの洪水発生の危険度の予測値が、色分けした時系列で表示される。 

◆水位周知河川及びその他河川において【警戒レベル３】避難準備・高齢者等避

難開始等の発令の判断に活用する。 

◆流域面積の大きくない水位周知河川やその他河川においては水位が急激に上

昇するため、実際に水位が上昇するよりも数時間前の早い段階から予測（流域

雨量指数の 6 時間先までの予測値を含む）を活用することが重要である。 

◆実際に水位が上昇した段階では、流域雨量指数のみを参照するのではなく、水

位やカメラ画像、水防団からの報告等の現地情報と合わせて利用することが

重要である。 

情報例 

 

 

 

 

※ 流域雨量指数そのものは相対的な洪水危険度を示した指標である。流域雨

量指数の値を洪水警報等の発表基準と比較することで洪水発生の危険度（重

大な洪水害が発生するおそれなど）を判断することができ、洪水警報等の発表

基準への到達状況に応じて 6 時間先までの洪水発生の危険度が、色分けした

時系列として表示される。 

※ 洪水警報等の発表基準は、河川流域毎かつ市町村毎に過去の洪水発生時の

流域雨量指数の値を網羅的に調査した上で設定しているため、流域雨量指数

の計算では考慮されていない要素（ダムや堰、水門等の人為的な流水の制御、

潮位の影響及び支川合流の影響、堤防等のインフラの整備状況の違いなど）も

基準値には一定程度反映されている。 

情報入手方法 ・防災情報提供システム 

 

  

6 時間先までの予測値と洪水警報等の
基準への到達状況が確認できる。 
危険度の赤は、過去の重大な災害の 
発生時に匹敵する危険な状況を表す。 
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洪水警報の危険度分布 

情報内容 ◆流域雨量指数の予測値を 3 時間先までの予測として面的に示したもので、上

流域に降った雨による、水位周知河川及びその他河川の洪水発生の危険度の

高まりを表す分布情報。 

◆洪水発生の危険度の高まりを、洪水警報等の発表基準への到達状況に応じて

5 段階に判定した結果を色分け表示している。 

◆危険度の判定には 3 時間先までの雨量予測に基づく流域雨量指数の予想を用

いている。 

◆洪水警報が発表された市町村内において、水位周知河川及びその他河川等に

ついて、実際にどこで洪水発生の危険度が高まっているか、3 時間先までの

予測が面的に概ね確認できる。水位周知河川及びその他河川の 3 時間先まで

の洪水発生の危険度の高まりの面的な把握の参考になる。 

情報例 

 

 

※ 洪水警報等の発表基準は、河川流域毎かつ市町村毎に過去の洪水発生時の

流域雨量指数の値を網羅的に調査した上で設定しているため、流域雨量指数

の計算では考慮されていない要素（ダムや堰、水門等の人為的な流水の制御、

潮位の影響及び支川合流の影響、堤防等のインフラの整備状況の違いなど）

も基準値には一定程度反映されている。 

情報入手方法 ・防災情報提供システム 

・気象庁ホームページ 

今後の情報等に留意 

極めて危険 

非常に危険（警戒レベル４相当） 

警戒（警戒レベル３相当） 

注意（警戒レベル２相当） 

上流域に降った
雨による洪水危
険度の面的な把
握の参考にな
る。 
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大雨警報（浸水害）の危険度分布 

情報内容 ◆短時間強雨による浸水害発生の危険度を面的に表す分布情報。 

◆１km 四方の領域（メッシュ）ごとに、短時間強雨による浸水害発生の危険

度の高まりを、大雨警報（浸水害）等の発表基準への到達状況に応じて５段

階に判定した結果を色分け表示している。 

◆危険度の判定には１時間先までの雨量予測に基づく表面雨量指数（仮称）の

予想を用いている。 

◆大雨警報（浸水害）が発表された市町村内において実際にどこで浸水害発生

の危険度が高まっているか、面的に概ね確認できる。小河川・下水道等にお

ける避難準備・高齢者等避難開始の発令範囲の判断に活用する。 

情報例  

 

 

 

 

情報入手方法 ・防災情報提供システム 

・気象庁ホームページ 

  

高
危
険
度

低 今後の情報等に留意 

極めて危険 

非常に危険 

警戒 

注意 

短時間強雨
による浸水
害発生の危
険度分布が
確認でき
る。 
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土砂災害警戒判定メッシュ情報（大雨警報（土砂災害）の危険度分布） 

情報内

容 

◆大雨による土砂災害発生の危険度を面的に表す分布情報。 

◆1km 四方の領域（メッシュ）※ごとに、大雨による土砂災害発生の危険度の高まりを、

大雨警報（土砂災害）や土砂災害警戒情報等の発表基準への到達状況に応じて 5 段

階に判定した結果を色分け表示している。 

※平成 31 年度出水期より 5km から 1km に高解像度化予定 

◆危険度の判定には 2 時間先までの雨量予測に基づく土壌雨量指数等の予想を用いて

いる。 

◆大雨警報（土砂災害）や土砂災害警戒情報等が発表された市町村内において実際にど

こで土砂災害発生の危険度が高まっているか、面的に概ね確認できる。避難指示（緊

急）、避難勧告及び避難準備・高齢者等避難開始の発令範囲の判断に活用する。 

情報例 

 

 

 

 

 

情報入

手方法 

・防災情報提供システム 

・気象庁ホームページ 

 

  

土砂災害発生
の危険度が高
まっている領
域を確認でき
る。 

高
危
険
度

低 今後の情報等に留意 

極めて危険（警戒レベル4相当） 

非常に危険（警戒レベル４相当） 

警戒（警戒レベル３相当） 

注意（警戒レベル２相当） 
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土砂災害危険度情報（都道府県提供） 

情報内容 ◆市町村長が避難勧告等の発令を行う対象地域を特定し、さらに災害を未然に防

止できる適切なタイミングで避難勧告等の発令を行うための参考となるよう、

各都道府県の防災情報システムにより提供されている。 

◆市町村内のより詳しい危険度がリアルタイムでわかるメッシュ情報や危険度の

推移が分かる情報などがある。 

情報例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報入手方法 ・各都道府県の防災情報システム 

 

  

スネーク曲線 
あるメッシュに
おける危険度の
推移が、土砂災
害警戒情報の発
表基準と併せて
確認できる。 

市町村内における危険度の地域差と
広がりが確認できる。 

 

【秋田県の事例】 

【高知県の事例】 
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土砂災害警戒情報 

情報内容 ◆大雨警報（土砂災害）等が発表されている状況で、土砂災害発生の危険度が

更に高まったときに発表される。 

情報例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報入手方法 ・防災情報提供システム 

・気象庁ホームページ 

 

 

 

【警戒レベル4相当情報［土砂災害］】 

＜概況＞ 

降り続く大雨のため、警戒対象地域では土砂災害の危険度が高まっています。 

＜とるべき措置＞ 

崖の近くなど土砂災害の発生しやすい地区にお住まいの方は、早めの避難を心がけるととも

に、区市町村から発表される避難勧告などの情報に注意してください。 

土砂災害警戒情報が発表
された市町村名が示され
ている。 

問い合わせ先の部
署名、電話番号等
が示されている。 

土砂災害警戒情報が解除
された場合は、その市町
村名が示される。 

平成〇年〇月〇日 〇〇時〇〇分 

XXX-XXX-XXXX（秋田県河川砂防課） 
XXX-XXX-XXXX（秋田地方気象台） 
 

参考となる警
戒レベルが示
されている。 
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潮位観測情報 

情報内容 ◆潮位観測所ごとの実際の潮位、天文潮位。5 分又は 10 分ごとに更新される。 

◆高潮注意報、高潮警報の発表基準潮位も確認できる。 

情報例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報入手方法 ・防災情報提供システム 

・気象庁ホームページ 

・防災情報提供センター（国土交通省） 

 

潮位の時系列的な変
化が図形式で確認で
きる。 
今後の天文潮位の変
化や高潮注意報基
準、高潮警報基準を
確認することもでき
る。 

27



 

 

情報例（その２） 

 

予想されるピークの時刻、予
想最高潮位が表示される。 
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津波に関する情報 

情報内容 ◆津波による災害の発生が予想される場合に、地震が発生してから約 3 分を目

途に、大津波警報、津波警報又は津波注意報が、津波予報区単位で発表され

る。 

◆これら警報・注意報が発表された場合には、津波の到達予想時刻や予想され

る津波の高さなどが津波情報として発表される。 

情報例  

【津波情報の種類】 

種類 情報の内容 

津波到達予想時刻・予想され

る津波の高さに関する情報 

各津波予報区の津波の到達予想時刻や予想

される津波の高さ 

各地の満潮時刻・津波到達予

想時刻に関する情報 

主な地点の満潮時刻・津波の到達予想時刻 

津波観測に関する情報 沿岸で観測した津波の時刻や高さ 

沖合の津波観測に関する情報 沖合で観測した津波の時刻や高さ、及び沖

合の観測値から推定される沿岸での津波の

到達時刻や高さ 

※遠地で発生した地震による津波の場合、気象庁は、津波の到達予想時刻等の

情報を「遠地地震に関する情報」の中で発表する場合がある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報入手方法 ・防災情報提供システム 

・気象庁ホームページ 
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情報例（その２） 

 

津波情報の種類
を切り替えられ
る。 

「津波到達予想時刻・予想
される津波の高さに関する
情報」では、津波予報区名
ごとの津波到達予想時刻、
予想される津波の高さが確
認できる。 
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巻末資料Ⅱ 土砂災害の前兆現象について 

 

表 2 土砂災害の前兆現象の例※ 

（注）上記のほか地響きや地震のような揺れ等を感じることもあるが、土砂災害の発生前に必ずしも

前兆現象が見られるわけではない。 

前兆現象が確認されたときは、既に土砂災害が発生している、または発生する直前であるため、

ただちに避難行動をとるべきである。 

 

※ 表については国土交通省河川局砂防部「土砂災害警戒避難に関わる前兆現象情報の活用のあり方について」 

 （平成 18 年 3 月）からの転載、注書については内閣府が記載 

五

感 

移動 

主体 
土石流 がけ崩れ 地すべり 

視

覚 

山・ 

斜面・ 

がけ 

・渓流付近の斜面が崩れだす 

・落石が生じる 

・がけに割れ目がみえる 

・がけからは小石がパラパラ

と落ちる 

・斜面がはらみだす 

・地面にひび割れができる 

・地面の一部が落ち込んだ

り盛り上がったりする 

水 

・川の水が異常に濁る 

・雨が降り続いているのに川

の水位が下がる 

・土砂の流出 

・表面流が生じる 

・がけから水が噴出する 

・湧水が濁りだす 

・沢や井戸の水が濁る 

・斜面から水が噴き出す 

・池や沼の水かさが急減す

る 

樹木 ・濁水に流木が混じりだす ・樹木が傾く ・樹木が傾く 

その

他 
・渓流内の火花  

・家や擁壁に亀裂が入る 

・擁壁や電柱が傾く 

聴覚 

・地鳴りがする 

・山鳴りがする 

・転石のぶつかり合う音 

・樹木の根が切れる音がする 

・樹木の揺れる音がする 

・地鳴りがする 

・樹木の根が切れる音がす

る 

嗅覚 ・腐った土の臭いがする   
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巻末資料Ⅲ 危険潮位の設定について 

 

 

 

 
 

下図を参考に避難勧告等の対象区域（以下「高潮避難区域」という。）ごとに設定。入手で

きるデータ等に応じて設定手法を選択して決定。 

 

高潮避難区域：下記を考慮して設定した、避難勧告等の対象区域。 

・海岸保全施設の整備状況が概ね同レベルの範囲 

・海岸保全施設で防護される区域の住家等の有無 

基準観測所潮位：潮位観測・予測が実施されている観測所のうち、地域の潮位（現地潮位）を最

も適切に推測できる観測所の潮位。 

各市町村の推定潮位：基準観測所潮位を基に、各市町村の潮位を推定した潮位 

現地潮位  ：各高潮避難区域を代表する潮位。地形の影響などにより、基準観測所潮位と同じ

とは限らない。観測値は基準観測所潮位等でしか得られないため、それとの関係性

を整理しておく必要がある。 

 

 
 

①現地潮位との関係から整理 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

②過去の災害時の資料から直接整理 

 

 

 

 

 

③高潮警報基準等を危険潮位として採用（①、②ができない場合） 

過去の災害資料や現地潮位を介した整理が出来ない場合は、高潮警報基準や海岸施設の

天端高などの既存の閾値を活用。 

危険潮位：基準観測所潮位（又は各市町村の推定潮位）がその潮位を越えると、高潮被害の

おそれがあるものとする。 

高潮被害 現地潮位 
基準観測所潮位 

（又は各市町村の推定潮位） 

 

（例）現地潮位が TP 上○○㎝のとき

に被害のおそれ 

・過去の観測記録が残っている場合

は災害記録等から整理 

・海岸施設の整備状況から整理 

 

 

（例）現地潮位は台風が西側を通る場合は基準

観測所潮位＋最大○○㎝、東側を通る場

合は基準観測所潮位＋最大△△㎝ 

・過去の観測記録が残っている場合はそれによ

り整理 

・潮位変化を複数のシナリオを用いて数値シミュ

レーションにより整理 

高潮被害 
基準観測所潮位 

（又は各市町村の推定潮位） 

 （例）基準観測所潮位が TP 上○○㎝（危険

潮位）以上のときに被害のおそれ 
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情報の収集 

上記の調査のため、以下の情報を収集  

・過去高潮記録 

被害実態（市町村） 

施設の状況（海岸管理者等） 

気象、潮位の状況（気象台等） 

・防潮施設の現状（海岸管理者等） 

・高潮警報基準（気象台） 

・現在の避難勧告基準等（市町村） 

・海岸地形等（海岸管理者等） 

留意点 

・避難勧告等のためには、浸水シミュレーションや過去の災害の

調査等により、浸水区域等を特定することが必要。 

・危険潮位の設定に当たっては、海岸管理者、気象台、都道府県

防災部局等の関係者と情報、認識の共有が必要。 

・シミュレーションのシナリオ（台風の強さやコース）については、

可能な限り複数の事例を想定。 

・過去災害の調査に当たっては、できるだけ複数の事例を対象と

し、当時の施設整備状況等を勘案する。 

・海岸施設の整備状況を用いる際などには、波浪の影響を勘案

する。 
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巻末資料Ⅳ 竜巻、雷、急な大雨への対応について 

○竜巻、雷、急な大雨といった積乱雲がもたらす激しい現象は、短時間で局所的に発生

することが特徴であり、最新の観測・予測技術をもってしても、発生する場所や時刻

を予測することが困難であることから、本ガイドラインでは、避難勧告等の発令の対

象としていない。 

 

○竜巻、雷が発生する可能性に応じて、気象庁から、「気象情報」、「雷注意報」、「竜巻注

意情報」の順に段階的に防災気象情報が発表される※１が、竜巻注意情報は、一次細分

区域（○○県南部など）の単位で発表され、市町村単位では発表されていない。 

 

○このため、「竜巻注意情報」が発表されたとき、竜巻、雷等が必ず発生するわけではな

いものの、市町村は、これらの現象が発生した場合に迅速な対応が取れるような体制

を構築しておくことが望ましい。 

 

○また、竜巻、雷、急な大雨は突然発生し、短時間で被害をもたらすことから、各市町

村は、これらの現象から身を守る方法※2を平時から居住者等へ周知しておくことが必

要である。 
※1：竜巻・雷に関し発表される警報はない。 

※2：例えば、「積乱雲に伴う激しい現象の住民周知に関するガイドライン（気象庁、平成 27年 3月改定）」、「竜巻等突風

対策局長級会議報告（竜巻等突風対策局長級会議、平成 25年 12月）」、「竜巻から身を守ろう！（内閣府・気象庁、平

成 25年 12月）」などを参照 

 

気象情報：注意報等に先立って注意を呼びかけた

り、注意報等の発表中に現象の経過、予

想、防災上の留意点等を解説するため

に発表される。 

雷注意報：落雷により災害が発生するおそれがあ

ると予想したときに発表される。発達

した積乱雲の下で発生することの多い

竜巻やダウンバースト等の突風、「ひょ

う」、急な強い雨に対する注意喚起を付

加することもある。 

竜巻注意情報：積乱雲の下で発生する竜巻、ダウ

ンバースト等による激しい突風が発生

しやすい気象状況になったと判断され

た場合に一次細分区域（○○県南部な

ど）の単位で対象に発表される。有効期

間は、発表から 1時間。 
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